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粉末冶金法による熱電冷却素子について

京谷　益次

粉体および粉末冶金 14 (1967) 28-37.

「粉末冶金法による熱電冷却素子について」に寄せて
 名古屋大学
 伊藤　孝至

本論文の著者である住友電気工業株式会社の京谷益次氏は，京都大学理学部化学教室金相学研
究室の岩瀬慶三教授のもとで 1957年に博士論文「亜鉛の性状におよぼす純度の影響に関する研
究」で理学博士の学位を取得し，本協会誌での初めての研究論文として「銅焼結体の再結晶につ
いて」（粉体および粉末冶金，7［3］（1960），99-105）を発表した研究者である．
日本における熱電研究が本格的にスタートしたのは，1960年代初頭である．本論文の研究は

そのような日本の熱電研究の黎明期である 1962年頃に行われ，その内容をまとめた本論文が
1967年に本協会誌に発表された．粉末冶金技術の一つであるホットプレス法を用いてBi2Te3系
熱電素子の焼結固化を実施してその熱電特性を明らかにした大変興味深い論文で，量産に適した
経済的な製法である粉末冶金法による熱電冷却素子の作製条件，溶融法素子と比較した焼結素子
の特長について粉末冶金学的見地も交えて検討を行っている．現在では，粉末冶金技術は熱電変
換材料製造において欠くことができない技術になっている．今後も，既存および新規の粉末冶金
技術が，冷却や発電に用いる熱電素子の製造に大いに貢献することを期待してやまない．
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